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運輸安全委員会は、令和３年２月１日、日本貨物航空株式会社所属ボーイング式７４７－８Ｆ

型ＪＡ１３ＫＺが、成田国際空港において着陸復行した際、機体後部下面を滑走路に接触させ、

機体を損傷した航空事故について、令和３年２月から原因を究明するための調査を進めてきたと

ころであるが、これまでの調査で得られた情報をもとに、さらに事実の確認や分析を進めるとと

もに、原因関係者からの意見聴取及び調査参加国への意見照会を行う必要がある。このため、本

件調査については、本事故発生日から一年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状

況にあることから、運輸安全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり当該調

査の経過を報告する。 

なお、本報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあり得

る。 

また、本調査は、本件航空事故に関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空条約第１３附

属書に従い、航空事故及び事故に伴い発生した被害の原因を究明し、事故等の防止及び被害の軽

減に寄与することを目的として行われているものであり、本事故の責任を問うために行われたも

のではない。 

 

１． 航空事故の概要 

日本貨物航空株式会社所属ボーイング式７４７－８Ｆ型ＪＡ１３ＫＺは、令和３年２月１日

（月）１８時５１分に成田国際空港滑走路１６Ｒから着陸復行する際、機体後部下面を滑走路

へ接触させ、機体を損傷した。 

 

２． 調査の概要 

運輸安全委員会は、航空事故として通報を受けて本事故の調査を担当する主管調査官ほか２

名の航空事故調査官を指名した。現時点までに、関係者からの口述聴取、機体の調査及び機

体の設計・製造者からの情報収集等を実施した。 

本調査には、事故機の設計・製造国であるアメリカ合衆国の代表が参加している。 

 

３． 判明している主な事実情報 

（１）飛行の経過 

当該機は、機長ほか運航乗務員１名が搭乗して同社の定期２５８便として、１５時３４

分（時刻は日本標準時、以下同じ。）に香港国際空港を離陸し、成田国際空港滑走路１６Ｒ



   

 

に向けて進入していた。同機は、１８時５１分に成田国際空港滑走路１６Ｒへの着陸を試

みたが、接地の際、機体が浮揚したため、着陸復行した。その後、同機は１９時０９分に

成田国際空港滑走路１６Ｒに着陸した。駐機後の整備士の点検により、機体後部下面に擦

過痕があることが発見された。 

 

 （２）死傷者 

なし 

 

（３）航空機の損壊 

中破 

胴体後部下面の外板に擦過痕があり、同部位内部の構造部材の一部が損傷及び変形して

いた。 

 

機体の損傷位置 

損傷状況 



   

 

（４）気象 

成田国際空港の定時飛行場実況気象通報式（ＭＥＴＡＲ） 

１８時３０分 風向 １６０°、風速 ６kt、風向変動１４０°～２００°、卓越視程

１０km 以上、 

雲 雲量１／８ 雲形 積雲 雲底の高さ ２,５００ft、 

雲量３／８ 雲形 高積雲 雲底の高さ １３,０００ft  

気温 ９℃、露点温度 ６℃、 

高度計規正値（ＱＮＨ） ３０.０６inHg  

１９時００分 風向 ２１０°、風速 ６kt、 卓越視程 １０km 以上、 

雲 雲量１／８ 雲形 積雲 雲底の高さ ２,５００ft、 

気温 １０℃、露点温度 ６℃、 

高度計規正値（ＱＮＨ） ３０.０５inHg、  

気象要素に重要な変化が予報されない 

 

４．今後の調査 

運輸安全委員会は、これまでの調査で得られた情報を基に、着陸復行時の同機の挙動の飛行

解析など、更なる事実確認や分析を行い、本航空事故の原因及び再発防止策の検討を行う予定

である。また、原因関係者からの意見聴取及び調査参加国への意見照会を行う。 

 


